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英 語 科 学 習 指 導 案

日 時 ：平成２１年１１月１１日（水）
指導学級 ：１年１組 ３０名
指 導 者 ：教諭 鈴木 理恵

ＡＬＴ Zyanya Correa

１．題材名
Unit ７ カナダの学校

２．題材の目標
A コミュニケーションへの関心・意欲・態度

教師や友だちの話す英語を熱心に聞き，言語活動に積極的・意欲的に取り組もうとする。
B 表現の能力

話そうとすることを聞き手に正確に伝えることができる。
C 理解の能力

教科書本文を読んで，その内容を理解することができる。
D 言語や文化についての知識・理解

疑問詞で始まる疑問文の文構造・意味・用法を正しく理解する。

３．題材設定の理由
（１）題材観

グリーン先生がテレビ会議を使った授業を行っているという場面設定である。相手はカナダの中
学校に通うグリーン先生の弟のビルである。ビルとの会話の中で，日本とカナダの現在の時刻と天
候をたずね合ったり，カナダの中学校生活に関して絵美と慎が質問し，それに答える形でカナダの
中学校生活が紹介されている。日本とは違い，カナダの中等教育（州や地域により違いはあるが）
では，クラスというものがなく，授業ごとに生徒が選択した授業が行われる教室に移動すること，
さらにその移動時間が 5 分しかないことは生徒にとって新鮮な驚きとなると思われる。

また，言語材料としては新出の文構造として Who...?, What time...?が，発展のものとして What do
you do?が，既出のものとして How many...?, How long...?を扱う。いずれも使用頻度の高い表現で
ある。異文化理解や時差についての理解を進めながら，自然な対話の中で表現を広げるのに適した
題材でもある。

（２）生徒観
①１学期期末考査から 観点別到達率（表１）

観点別到達率（表１）から見ると，聞いた
り読んだりして内容を理解する問題では比較 表現の能力 理解の能力 言語・文化
的到達率が高かった。しかし，文法的な知識
が必要となる【表現の能力】や【言語・文化 ５２％ ７７％ ５８％
に関する知識・理解】では到達率が低かった。

②事前アンケートから （９月１５日実施，回答数３０）

１ あなたは英語が好きですか。
①とても好き ９名 ②好き ９名
③あまり好きではない ７名 ④好きではない ５名

２ 英語の授業でどの活動が～ですか。 （複数回答可）

英語の授業でどの活動が 聞くこと 話すこと 読むこと 書くこと

好き ２０ ９ １４ ８
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得意 １６ ６ １６ ７

嫌い ６ ８ ８ １７

苦手 ６ １３ １１ １４

３ 今の自分には，どんな活動が必要だと思いますか。（複数回答可）

① 友だちや先生・ALT と英語で質問したり答えたりする。 １１名

② 教科書の本文の音読や暗唱。 １３名

③ 単語の力を身に付ける学習。 ２０名

④ 友達とペアで教科書の役割練習などを行う。 ９名

⑤ 辞書などで分からない単語等を調べる。 ７名

英語が好きな生徒が，「とても好き」と「好き」を合わせると１８名で，クラスの６０％にと

どまっている。一方「英語の学習が将来役に立つ，あるいは，自分には必要だ」と思っている

生徒は２６名で８７％であることから，英語の学習は大切だと思っている生徒が多い。

予習に関しては「いつもしている」と「だいたいしている」を合わせると２７名で９０％の

生徒が予習をしている。しかし，復習については「あまりしていない」と「していない」は３７％

で，この数値は英語が「あまり好きではない」と「好きでない」の数値とほぼ一致している。

英語が好きでない生徒に復習をさせるための手だてが必要であることが明らかになった。

クラスの雰囲気は，元気がありまとまりのよいクラスである。諸活動に意欲的に取り組んで

おり，ペア活動やグループ活動をするときもだれとでも活動でき，みんなで助け合おうという

雰囲気がある。

（３）指導観

応用範囲の広い表現の学習ができる単元である。一つ一つの知識で終わらせず，基本的な表

現を一つの会話の流れの中で覚え，使えるようにさせたい。

小学校でも英語に慣れ親しむ時間が多くあった生徒たちであるが，中学校に入学して英語学

習はスタートしたばかりであるにもかかわらず，学力差が大きい。特に文字を使っての学習に

苦手意識を持っている生徒が多く，学習意欲を高める工夫が必要となっている。そこで，授業

の中で表現を身に付けるための練習の時間を十分確保し達成感を味わわせ，やればできるのだ

という自信に結びつけ，正しく書けるよう次のステップへの意欲を喚起したいと考える。ＴＴ

とは言え個別指導が十分行き渡らないので，練習の時間を充実したものにするために，下位層

の生徒たちがすぐに教えてもらい疑問点が解決できるようなグループ学習を取り入れたい。ま

た，表現を定着させるためには多くの発表の機会が有効であると考えるので，座席を移動する

ことによりその場を確保したい。また，上位層の生徒にとっては優れている点を指摘されるこ

とによって学習意欲が更に増すものと期待して指導していきたい。
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４．研究主題について

（１）研究主題とのかかわり

確かな学力をはぐくむ学習指導の在り方

～自分の考えをもち，交流し学び合う生徒の育成を通して～

英語科ではサブテーマの「自分の考えをもち交流し学び合う」ということを「自分の表現した

いことを明確にし，他と自分の表現のアイデアを伝え合うこと（交流させること）で，自分の表

現を更によいものにする」ととらえた。

１学年では「学び合い」を中心に，グループ学習やペア学習を多く取り入れ，教え合ったり発

表の場を多く設け，英文をしっかり聞かせたり話したりする学習活動を展開していきたい。

（２）目指す授業とその手だて

英語科では，a.自分の表現したいことを適切に英語で表現させる場を多く取り入れ，b.他と自

分の表現のアイデアを伝え合う（交流させる）場を設けることで，自分の表現を更によいものに

させる授業を目指している。

そのためには，

①表現したいことを明確にするためのメモを活用する。

②表現の方法を学び合うために，内容が多岐にわたらないようなテーマ（トピック）を設定する。

③伝え合う（交流させる）場，あるいは学び合いの場としてペア学習やグループ学習の形態を取

り入れる。

そして，何より表現の基礎となる

④基礎的・基本的な言語材料や文構造を定着させるために継続的に復習課題に取り組ませる。

などを学年に応じて段階的に授業に取り入れ，指導していきたい。

５．指導計画（７時間扱い）と評価計画

時数 単元名 指導内容 評価

Ｐａｒｔ１ ・テレビ会議での対話の内容を理解 ・テレビ会議での対話の内容

１ カナダの中学生 させる。 が理解できたか。

（観察・Ｑ＆Ａ）

・Who...?の文と応答の形・意味・ ・Who...？の文と応答の形・

用法を理解し，表現できるように 意味・用法が理解でき，表

させる。 現ができたか。

（観察・ワークシート）

Ｐａｒｔ２ ・日本とカナダのトロントの天候と ・日本とカナダのトロントの

今何時？ 時刻を理解させる。 天候と時刻について知るこ

１ とができたか。

（観察・Ｑ＆Ａ）

・What time ...? の文と応答の形・ ・What time...?の文と応答の

意味・用法を理解し，表現できる 形・意味・用法を理解し，

ようにさせる。 表現できたか。

（観察・ワークシート）

Ｐａｒｔ３ ・カナダの中学生の学校生活（登校 ・カナダの中学生の学校生活

１ カナダの中学生 日や授業時間など）について理解 について理解できたか。

させる。 （観察・Ｑ＆Ａ）

・学校生活についてたずねたり，そ ・学校生活についてたずねた

れに答えたりすることができるよ り，それに答えることがで

うにさせる。 きたか。

（発表）
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Ｐａｒｔ４ ・カナダの中学生の学校生活（放課 ・カナダの中学生の学校生活

カナダの中学生 後の活動）やビルの部屋の様子な （放課後の活動）やビルの

１ どについて理解させる。 部屋の様子などについて理

解できたか。

（観察・Ｑ＆ Ａ）

・学校生活や所有物についてたずね ・学校生活や所有物について

たり，それについて答えたりする たずねたり, それについて

ことができるようにさせる。 答えることができたか。

（発表）

まとめ〔表現〕 ・ペアになりモデル対話を発表させ ・意欲的に発表に取り組んだ

１ る。 か。（発表・観察）

本時 ・モデル対話を参考に，自分たちの ・会話の内容を相手に正しく

対話を発表させる。 伝えることができたか。

（発表）

Unit7 総復習 ・Who...?，What time...?，How ・Who...?，What time...?，How

many...?，What do you do?の文と many...?，What do you do?

１ 応答の形・意味・用法について理 の文と応答の形・意味・用

解を深めさせる。 法について理解を深めるこ

とができたか。

（ワークシート）

Writing Plus 1 ・自分の学校を紹介する英文を書か ・自分の学校を紹介する英文

１ 学校のホームペー せる。 を書くことができたか。

ジ （観察・ワークシート）

６．本時の指導

（１）本時の提案

①対話の発表が自然な会話のようなやりとりにさせるために，メモを活用させる。（手だて①）

②表現の方法を学び合うために，表現が多岐にわたらないように時刻をたずねる地域を，数をた

ずねる表現は学校生活に関するものと限定する。（手だて②）

③学び合いができるように，さらに発表の場を確保するために、ペア学習とグループ学習を取り

入れる。（手だて③）

④本時で学習した内容の定着を図るために，自分たちの対話を書くことを復習課題として提示す

る。（手だて④）

（２）本時のねらい

①自分たちの対話を作り，発表することに積極的に取り組もうとする。

②モデル対話を正しく音読し，発表する。

③自分たちの対話を作り発表する。

④ Who...?, How is the weather?, What time...?, How many...? What do you do?の疑問の表現を使っ

て対話ができるようにする。

（３）本時の展開（別紙）
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（４）本時の評価
評 価 の 基 準

観 点 別 評 価 規 準 Ａ Ｂ Ｃの生徒に対する手だて
（十分満足できる） （おおむね満足できる）

（コミュニケーションへ
の関心・意欲・態度）

①モデル対話のロールプ ・モデル対話のロール ・モデル対話のロール ・モデル対話のパター
レイの活動に積極的に プレイの活動に積極 プレイの活動に進ん ンを提示し，それを
取り組もうとする。 的に取り組んでいる。 で取り組もうとして 参考にさせる。

いる。
②自分たちの対話の発表 ・自分たちの対話の発 ・自分たちの発表に進

に積極的に取り組もう 表に積極的に取り組 んで取り組もうとし
とする。 んでいる。 ている。

（表現の能力）

①正しい強勢，イントネ ・感情を込めて話すこ ・聞き手に聞こえる適 ・正しく音読できるよ
ーション，区切りなど とできる。 切な声の大きさで話 うに個別に指導す
を用いて話すことがで ・自然なスピードで話 すことができる。 る。
きる。 すことができる。

②適切な速さや声の大き
さで話すことができる。

（言語や文化に関する知
識・理解）

① Who...?，What time...?， ・疑問詞で始まる疑問 ・疑問詞で始まる疑問 ・疑問詞で始まる疑問
How many...?，What do 文の文構造を正しく 文の文構造を正しく 文の文構造を正しく
you do?の文と応答の形 理解し，運用するこ 理解することができ 理解させる。
・意味・用法を理解し とができる。 る。
ている。
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（３）本時の展開

授業の流れ 学習活動《予想される生徒の反応》 形態 教師の働きかけ，指導上の留意点及び評価

導入 1.Greeting ・英語であいさつをする。 一斉 ・きちんとあいさつをさせる。

２

2.Introduction (1)モデル対話の内容を理解する。 一斉

of New ・JTE と ALT のモデル対話を聞く。 ・ワークシート No.1（モデル対話の

Materials ・モデル対話を聞きながら，モデル会話 メモ）を配付する。

のメモの空欄に書きこむ。 ・黒板にはった地図などを使いながら

・答えの確認をする。 内容を確認させる。

◆理解（観察）

展開 3.Reading ＆ (1)「モデル対話」の音読練習をする。 一斉 ・ワークシート No.2（モデル対話）

４０ Practice を配付する。

・発音，イントネーションなどに気を

付けながら練習させる。

(2)ペアで練習をする。 ペア ・発音が正しくできない生徒に対して

・４人グループになる。 グループ グループ内で教え合えるように指示

・隣の人とペアになり，役割をかえて する。

音読練習をする。

(3)「モデル対話」を覚える。 ペア ・ワークシート No.3（Pattern of the

・役割を決める。 Dialog)を配付する。

・Pattern of the Dialog とメモだけ見て 【提案１】

会話できるようにする。 ・モデル対話(No.2)を見る回数を少な

・メモだけ見て会話できるようにする。 くしていくように指示する。

◆関心・意欲・態度（観察）

4.Presentation (1)同じグループのもう一つのペアに聞 ペ ア ・ワークシート No.2 は机の中にしま

「モデル対話」 いてもらう。 グループ わせる。

の発表 (2)聞いたペアのうちの一人が気が付い 【提案３】

たことを相手のペアに伝える。 ・ＪＴＥとＡＬＴが机間巡視をし，気

(3)もう一方のペアが発表する。 付いたことを伝える。

(4)聞いたペアのうちの一人が気が付い ・支援を必要としているペアには

たことを相手のペアに伝える。 Pattern of the Dialog(No.3)やメモ

(5)一つのペアが席を移動して，発表を （No.1)を利用してよいことを伝え

同様に数回くり返す。 る。

・お互いに気付いたことを発表させ

(6)指名されたいくつかのペアが発表す 一斉 る。

る。 ◆関心・意欲・態度（観察）

表現（発表）
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5.Practice (1)メモを利用して自分たちの対話をつ ペア ・ワークシート No.4(自分たちの対話

自分たちの対 くり，練習する。 のメモ）を配付する。

話をつくる。 ・役割を決める。 ・学び合いがスムーズに行われるよう

・Pattern of the Dialog とメモだけ見て に対話内容を限定する。 【提案２】

会話できるようにする。

・メモだけ見て会話できるようにする。

6.Presentation (1)同じグループのもう一つのペアに聞 ペア 【提案３】

自分たちの対 いてもらう。 グループ ・ＪＴＥとＡＬＴが机間指導する。

話を発表する。 (2)聞いたペアのうちの一人が気が付い ・Pattern of the Dialog（No.3)とメモ

たことを相手のペアに伝える。 (No.4)だけ使うように指示する。

(3)もう一方のペアが発表する。

(4)聞いたペアのうちの一人が気が付い ◆関心・意欲・態度（観察）

たことを相手のペアに伝える。 表現（発表）

(5)一つのペアが席を移動して，発表を

同様に数回くり返す。

(6)指名されたいくつかのペアがみんな 一斉

の前で発表する。

まと 7.Closing ・今日の授業を振り返る。 一斉 ・今日の授業を「振り返りシート」を

め 使って，振り返らせる。

・課題（自分たちの対話を書いてくるこ ・今日の授業でつくった自分たちの対

と）を知る。 話を書いてくるように指示する。

８ 【提案４】

・次の時間の指示を聞き，終わりのあい ・次の時間の指示を出し，終わりのあ

さつをする。 いさつをさせる。
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Ｎｏ．２

Ms.Z Ms.Suzuki：

Hi, Rie（ ）.

Hi, Z（ ）.

I live in New York.（住んでいるところ）

I live in Sendai.（住んでいるところ）

It is two in the afternoon . （仙台の今の時刻を伝える）

What time is it in New York? （ニューヨークの時刻をたずねる）

It is twelve in the morning. (住んでいる場所の時刻を答える)

It is sunny. (今の天候を伝える)

How is the weather in Sendai ? (仙台の天候をたずねる)

It is rainy. (今の天候を答える)

I play tennis after school. (放課後に何をしているか伝える)

What do you do after school? (放課後の過ごし方をたずねる)

I play soccer.（自分の放課後の活動を伝える）

※下線部分は自分たちの対話をつくるときにそれぞれの表現が入る部分
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Ｎｏ．３

Ms.Z（ ） Ms.Suzuki（ ）

あいさつ

あいさつ

住んでいるところ

住んでいるところ

今の時刻を伝える

相手の時刻をたずねる

時刻を答える

天候を伝える

相手の天候をたずねる

天候を答える

放課後にしていることを伝える

相手の放課後の過ごし方をたずねる

放課後にしていることを答える

Ｎｏ．４

住んでいるところ

時 刻

天 候

放 課 後 の 活 動
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Ｎｏ．１

Ms.Z （ ） Ms.Suzuki （ ）

住んでいるところ

時 刻

天 候

放 課 後 の 活 動
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The 1 grade English Ｕｎｉｔ７ カナダの学校ｓｔ

１年 組 番 氏名

●次の質問にＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄのいずれかで答えなさい。

Ａ：よくできた Ｂ：できた Ｃ：あまりできなかった Ｃ：できなかった

＊モデル対話の内容が理解できましたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＊「モデル対話」を覚えようと努力しましたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＊「モデル対話」を覚えて言うことができましたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＊自分たちの対話をしようと努力しましたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＊自分たちの対話をすることができましたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

●自分たちの発表では、どんな工夫をしましたか。

●友だちの発表で、どんなところが参考になりましたか。または、すばらしいと思いましたか。
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＊ No.4 のメモをもとに書きなさい。

１年 組 番 氏名

（あいさつ）

（ あいさつ）

（住んでいるところ）

（住んでいるところ）

(今の時刻を伝える）

（相手の時刻をたずねる）

(時刻を答える)

(天候を伝える)

(相手の天候をたずねる)

(今の天候を答える)

(放課後にしていることを伝える)

(相手の放課後の過ごし方をたずねる)

（放課後にしていることを答える）


